
匡亜剖燃しらせ

富
士
山
の
知
識
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
す

富
士
山
の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
貴
重
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
に
つ

い
て

「学
び
」
、

「考
え
」
、

「想
い
」
を
寄
せ
る

富
士
山
の
日
運
動
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
、
世

界
文
化
遺
産
登
録
推
進
の
気
運
を
醸
成
す
る
た

め
富
士
山
に
関
す
る
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
富
士
山
に

対
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
よ
う
。

※
定
員
を
超
え
た
応
募
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

締
切
日
後
に
抽
選
を
行
い
、
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

郵
便
、
Ｆ
Ａ
×
、
圧
メ
ー
ル
に
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希
望
参
加
回
次

（複

表

数
可
）
を
記
入
い
た
だ
き
、
左
記
あ
て
先
ま
で
程

お
送
り
いた
だ
＜
か
、
電
話
に
てお
申
し
込
み
田

＜
だ
さ
い
。　
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せ
先
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『富士山とジオハーク1

(伊豆半島ジオハーク推 ※講演後、シオホイントを見学

進協議会専任研究員)  する.

建部恭宣氏 『富士山信仰と,=間神社J

(静岡県文化財保護審議 ※講演後、静岡浅間神社を見学

道の駅開国

下田みなと

産業経済会館

富士宮市立

中央図書館

アクトシティ

浜松

11,7

(水 )

必着

11 14

(水 )

%着

11 28

(水 )

雌
優
∞
峰

会委員)

中村羊―郎氏

(静岡産業大学特任教授)

小和田哲男氏

(静岡大学名誉教授)

する。

「富士山の歴史と文化』

※講演後、富士宮本宮浅間大i■

を見学する。

し富士山と徳川家康』

撃』旱譜7距
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429(日 )

午後 10も～  東吝3

1216(日 )西
部

午後 1時～

下
田
臨
海
実
験
セ
ン
タ
ー

海
の
不
思
議
見
学

下
田
臨
海
実
験
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界
で
も
屈

指
の
臨
海
実
験
所
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
海
洋
生
物

に
関
す
る
研
究

・
教
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。

見
学
会
で
は
、
珍
し
い
標
本
や
最
先
端
の
実

験
機
器
の
展
示
の
他
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
珍
し
い
海
底
の
生
物
を
展
示
し
ま
す
。

参
加
者
の
方
に
は
、
筑
波
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル

粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
１１
月
１０
日

（
土
）
午
後
「
時
か
ら
４
時

会
場
　
材颯
波
大
学
下
田
臨
海
実
験
セ
ン
タ
ー

実
施
内
容
　
海
洋
生
物
講
演
会

・
一
般
見
学
会

定
員
　
５０
名

（
先
着
順
）

参
加
資
格
　
中
学
生
以
上

参
加
ご
希
望

の
方
は
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
フ

ア
ツ
ク
ス
も
し
く
は

ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

＜
だ
さ
い
。

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ

い
。
自
家
用
車
ご
利
用
の
方
は
、
会
場
係
員
の

指
示
に
従

っ
て
駐
車
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先
　
林颯
波
大
学
下
田
臨
海
実
験
セ
ン
タ
ー
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